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《本書のセールスポイント》 

◎内田樹という日本を代表する思想家と、近内悠太とい

う若手で注目の哲学研究者による初の共著作。 

◎日本のみならず、グローバル化と分断が進む全世界

の社会における「生きづらさ」の正体と、市民がそれを

乗り越えて生きるためのヒントを解説。 

◎日本国内では、哲学、思想書を好む読者に高い評価

を受け、発売後から順当に売れている（ロングセラ

ー）になっている作品。 
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せい 

ベストセラー「街場の○○論」の内田樹と、ベストセラー

『世界は贈与でできている』の近内悠太という 

日本における新旧２人の知性が説く、 

これからの生き方の哲学。 

★「なぜ、私たちはこの社会に“生きづらさ”を感じるのか」と

いう命題に対して、「自由」よりも「自在」という発想を持って

生きようというメッセージを提唱。 

★いまの社会に広がる息苦しさや生きづらさの正体を、身体、

教育、共同体、政治、贈与といったテーマから読み解いて

いく一冊。 

★自分の正しさや勝ち負けに固執せず、その場の理に応じ

て、しなやかに動ける状態とは何か。武道の身体感覚と哲

学の思考を往復しながら、現代人が失いがちな感度や判断

力を、やわらかく、しかし鋭く掘り下げる。 
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